
地域の複雑な課題解決を目指して

有田川町が龍谷大学と包括連携協定を締結します！

締結式：7/8(月) 10:00～11:00
有田川町役場吉備庁舎 3F庁議室(有田川町下津野2018-4)
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報道関係者 各位

和歌山県有田川町

有田川町は住民生活の向上を図るため、龍谷大学(京都府)との間で連携と協力に関する包括連携協定を
締結します。当町が大学と包括連携協定を締結するのは今回が初めてとなります。
平成18年に3町合併した当町は、少子高齢化、人口減少、産業衰退等地域によって複雑かつ様々な課題

が存在しており、それらを解決するため、地域に向き合った施策を実施してきました。
この度、多岐にわたる分野で専門的な知識を有する同大学と相互の連携を強化することで、スピーディ

な課題解決ができることを期待しています。
また、当町と同大学とは既に｢ぶどう山椒の発祥地を未来につなぐプロジェクト｣で連携を始めており、

当日、同プロジェクトに係る状況報告もあわせて行います。

■包括連携にかかる締結式・共同記者会見
日時：2019年7月8日(月) 10:00～11:00
会場：有田川町役場吉備庁舎 3F庁議室(有田川町下津野2018-4)

出席者：有田川町 町長 中山 正隆(なかやま まさたか)、龍谷大学 学長 入澤 崇(いりさわ たかし)ほか
内容：1.包括連携にかかる締結式・共同記者会見

2.｢ぶどう山椒の発祥地を未来につなぐプロジェクト｣にかかる状況報告
(報告とあわせて、ぶどう山椒の試食を用意いたします)

3.質疑応答
※写真撮影の時間を設けます

ぶどう山椒を収穫する学生 生産者から産地の
課題を聞き取る

学生と地域住民の
集合写真■取材申込

取材希望の方は下記にご連絡くださいますようお願いいたします。

有田川町産業振興部産業課 担当：垣谷、白川 龍谷大学学長室(広報) 担当：山田
TEL：0737-52-2111(代表) TEL：075-645-7882
mail：kakitani.h@town.aridagawa.lg.jp

※締結後の写真提供も可能です。

■｢ぶどう山椒の発祥地を未来につなぐプロジェクト｣
和歌山県は山椒の全国シェア65%を占め、当町の旧清水町エリアはその一大産地であり、ぶどう山椒の

発祥地でもあります。しかし、生産者の高齢化、深刻な後継者不足により、5年先の産地を継続すること
が難しく、現在、大きな転機を迎えています。
同プロジェクトは本年1月より、地域住民と同大学経営学部の藤岡ゼミが｢産地｣と｢消費地｣をつなぐこ

とを目的に、市場調査、用途開発、未使用資源の活用提案、認知向上と新市場の創造ひいては地域経済の
活性化を図ります。同ゼミは本年5月に地域住民やぶどう山椒関連事業者と交流し、産地での情報収集も
進んでおり、8月にも産地を訪問します。
また、同プロジェクトに賛同いただける一般企業にも協力を仰ぎ、町内外の多くの方々にぶどう山椒の

魅力・産地情報を発信します。

協力企業：Dari K株式会社(京都府) など


